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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　座体と、
　前記座体を支持する支持体と、を備え、
　前記座体は、
　少なくとも着座面を構成する板状のエラストマーを備える着座部と、
　前記着座部に対して固定されており、前記エラストマーとは異なる材料であって前記エ
ラストマーよりも高い剛性を有する材料により形成された第１固定部と、を備え、
　前記支持体は、第２固定部を備え、
　前記第１固定部と前記第２固定部とを所定の固定部材により固定することで、前記座体
と前記支持体との固定が実現され、
　前記第１固定部は、前記着座部の下側面に重ねた状態で、前記着座部の少なくとも一部
の縁に沿って形成されており、
　前記座体は、上面視で前記着座部の中央部に、前記板状のエラストマーのみが存在し、
かつ、前記第１固定部が存在しない領域を有する、椅子。
【請求項２】
　座体と、
　前記座体を支持する支持体と、を備え、
　前記座体は、
　着座面を構成し、少なくともエラストマーにより形成される着座部と、
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　前記着座部に対して固定されており、前記エラストマーとは異なる材料であって前記エ
ラストマーよりも高い剛性を有する材料により形成された第１固定部と、を備え、
　前記支持体は、第２固定部を備え、
　前記第１固定部と前記第２固定部とを所定の固定部材により固定することで、前記座体
と前記支持体との固定が実現され、
　前記着座部及び前記第１固定部の少なくともいずれか一方には、凹状の溝部が形成され
ており、前記一方とは異なる他方の少なくとも一部が前記溝部の内側にて前記一方と密着
する、椅子。
【請求項３】
　座体と、
　前記座体を支持する支持体と、を備え、
　前記座体は、
　着座面を構成し、少なくともエラストマーにより形成される着座部と、
　前記着座部に対して固定されており、前記エラストマーとは異なる材料であって前記エ
ラストマーよりも高い剛性を有する材料により形成された第１固定部と、を備え、
　前記支持体は、第２固定部を備え、
　前記第１固定部と前記第２固定部とを所定の固定部材により固定することで、前記座体
と前記支持体との固定が実現され、
　前記着座部は、前記第１固定部の外周側の側面を密着して覆う、椅子。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の椅子であって、
　前記着座部と前記第１固定部とは、一体成形されている、椅子。
【請求項５】
　請求項２から請求項４のいずれか１項に記載の椅子であって、
　前記第１固定部は、前記着座部の下側面に重ねた状態で、前記着座部の少なくとも一部
の縁に沿って形成されている、椅子。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の椅子であって、
　前記第１固定部は、前記着座部の縁に沿って形成され、中心に開口を形成する枠状の部
材である、椅子。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の椅子であって、
　前記固定部材は雄ねじを有する部材であり、
　前記第１固定部は、前記雄ねじと締結する雌ねじを有しており、
　前記第２固定部には前記雄ねじが挿入可能な貫通穴が形成されており、
　前記貫通穴に前記雄ねじを挿入して前記雌ねじと締結することで、前記第１固定部と前
記第２固定部との固定が実現される、椅子。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれか１項に記載の椅子であって、
　前記第１固定部は、前記座体の第１の方向の端部において、前記第１の方向と交差する
第２の方向に広がって形成され、前記第１の方向の端部が下方へ傾斜する前垂れ部を有す
る、椅子。
【請求項９】
　請求項１から請求項８のいずれか１項に記載の椅子であって、
　前記支持体は、前記着座部の少なくとも一部の縁に沿って配置される管状又は柱状の部
材である縁部材を有しており、
　前記座体は、前記着座部が、前記縁部材の少なくとも一部を上側から覆うように構成さ
れている、椅子。
【請求項１０】
　座体と、
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　前記座体を支持する支持体と、を備え、
　前記座体は、
　着座面を構成し、少なくともエラストマーにより形成される着座部と、
　前記着座部に対して固定されており、前記エラストマーとは異なる材料であって前記エ
ラストマーよりも高い剛性を有する材料により形成された第１固定部と、を備え、
　前記支持体は、第２固定部を備え、
　前記第１固定部と前記第２固定部とを固定することで、前記座体と前記支持体との固定
が実現され、
　前記着座部と前記第１固定部とは、一体成形されている、椅子。
【請求項１１】
　座体と、
　前記座体を支持する支持体と、を備え、
　前記座体は、
　着座面を構成し、少なくともエラストマーにより形成される着座部と、
　前記着座部に対して固定されており、前記エラストマーとは異なる材料であって前記エ
ラストマーよりも高い剛性を有する材料により形成された第１固定部と、を備え、
　前記支持体は、第２固定部を備え、
　前記第１固定部と前記第２固定部とを固定することで、前記座体と前記支持体との固定
が実現され、
　前記第１固定部は、前記座体の第１の方向の端部において、前記第１の方向と交差する
第２の方向に広がって形成され、前記第１の方向の端部が下方へ傾斜する前垂れ部を有す
る、椅子。
【請求項１２】
　座体と、
　前記座体を支持する支持体と、を備え、
　前記座体は、
　着座面を構成し、少なくともエラストマーにより形成される着座部と、
　前記着座部に対して固定されており、前記エラストマーとは異なる材料であって前記エ
ラストマーよりも高い剛性を有する材料により形成された第１固定部と、を備え、
　前記支持体は、第２固定部を備え、
　前記第１固定部と前記第２固定部とを固定することで、前記座体と前記支持体との固定
が実現され、
　前記支持体は、前記着座部の少なくとも一部の縁に沿って配置される管状又は柱状の部
材である縁部材を有しており、
　前記座体は、前記着座部が、前記縁部材の少なくとも一部を上側から覆うように構成さ
れている、椅子。
【請求項１３】
　座体と、
　前記座体を支持する支持体と、を備え、
　前記座体は、
　着座面を構成し、少なくともエラストマーにより形成される着座部と、
　前記着座部に対して固定されており、前記エラストマーとは異なる材料であって前記エ
ラストマーよりも高い剛性を有する材料により形成された第１固定部と、を備え、
　前記支持体は、第２固定部を備え、
　前記第１固定部と前記第２固定部とを固定することで、前記座体と前記支持体との固定
が実現され、
　前記第１固定部は、前記座体の第１の方向の端部において、前記第１の方向と交差する
第２の方向に広がって形成され、前記第１の方向の端部が下方へ傾斜する前垂れ部を有し
、
　前記着座部は、前記第１固定部を上方から見て完全に覆う、椅子。
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【請求項１４】
　座体と、
　前記座体を支持する支持体と、を備え、
　前記座体は、
　着座面を構成し、少なくともエラストマーにより形成される着座部と、
　前記着座部に対して固定されており、前記着座部よりも高い剛性を有する部材により形
成された第１固定部と、を備え、
　前記支持体は、第２固定部を備え、
　前記第１固定部と前記第２固定部とを固定することで、前記座体と前記支持体との固定
が実現され、
　前記第１固定部には、前記着座部と前記第１固定部の並ぶ方向に前記第１固定部を貫通
するスリットが形成されており、
　前記着座部は、前記第１固定部を上方から見て完全に覆う、椅子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、椅子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、特許文献１に示されるように、椅子の使用者が着席する座体がエラストマーにて
形成された椅子が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－３２７３６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　エラストマーは柔軟性が高いため、座体を支持する支持体に対して座体を取り付けるた
めにエラストマーの座体に直接ねじ等を締結すると、ねじが緩んだり外れたりしてしまう
おそれがあった。
【０００５】
　本開示は、座体の堅牢な取り付けを図ることができる椅子を提案する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示の一態様は、座体と、上記座体を支持する支持体と、を備える椅子である。上記
座体は、着座面を構成し、少なくともエラストマーにより形成される着座部と、上記着座
部に対して固定されており、上記着座部よりも高い剛性を有する部材により形成された第
１固定部と、を備える。また上記支持体は、第２固定部を備える。そして、上記第１固定
部と上記第２固定部とを所定の固定部材により固定することで、上記座体と上記支持体と
の固定が実現される。
【０００７】
　このように構成された椅子では、第１固定部が着座面よりも高い剛性を有する部材であ
るため、固定部材により第１固定部と第２固定部とを固定したときに、第１固定部が着座
部同様のエラストマーにて構成されていると仮定した場合と比較して、強固な固定を実現
できる。よって、座体を支持体に対して堅牢に取り付けることができる。
【０００８】
　上述した椅子において、上記着座部と上記第１固定部とは、一体成形されていてもよい
。エラストマーを含む着座部と第１固定部とが一体成形されていることにより、着座部と
第１固定部とが分離してしまう危険を低減できる。
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【０００９】
　また上述した椅子において、上記第１固定部は、上記着座部の下側面に重ねた状態で、
上記着座部の少なくとも一部の縁に沿って形成されていてもよい。
　このような構成であれば、第１固定部によって着座部の縁の変形を抑制することができ
る。また、第１固定部は着座面の下側に重ねられるため、第１固定部が使用者に接触して
しまうことを抑制でき、使用者が第１固定部に接触することで座り心地が低下してしまう
ことを抑制できる。
【００１０】
　また上述した椅子において、上記第１固定部は、上記着座部の縁に沿って形成され、中
心に開口を形成する枠状の部材であってもよい。
　このような構成であれば、第１固定部によって着座部の縁の変形を抑制することができ
る。また、第１固定部の開口により着座部の弾性変形が確保されるため、座り心地が低下
してしまうことを抑制できる。
【００１１】
　また上述した椅子において、上記固定部材は雄ねじを有する部材であり、上記第１固定
部は、上記雄ねじと締結する雌ねじを有しており、上記第２固定部には上記雄ねじが挿入
可能な貫通穴が形成されており、上記貫通穴に上記雄ねじを挿入して上記雌ねじと締結す
ることで、上記第１固定部と上記第２固定部との固定が実現されるように構成されていて
もよい。
【００１２】
　このような構成であれば、ねじの締結により第１固定部と第２固定部とを強固に固定す
ることができる。
　また上述した椅子において、上記第１固定部は、上記座体の第１の方向の端部において
、上記第１の方向と交差する第２の方向に広がって形成され、第１の方向の端部が下方へ
傾斜する前垂れ部を有するように構成されていてもよい。
【００１３】
　このような構成であれば、前垂れ部によって、座体の第１の方向の端部が下方に傾斜し
た形状となるため、使用者の座り心地の向上を図ることができる。
　また上述した椅子において、上記支持体は、上記着座部の少なくとも一部の縁に沿って
配置される管状又は柱状の部材である縁部材を有しており、上記座体は、上記着座部が、
上記縁部材の少なくとも一部を上側から覆うように構成されていてもよい。
【００１４】
　このような構成であれば、着座部が支持体を上側から覆うことで使用者が支持体に直接
触れることを抑制でき、使用者の座り心地の向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】実施形態の椅子を示す図であって、図１Ａが側面図であり、図１Ｂが正面図であ
り、図１Ｃが背面図であり、図１Ｄが平面図であり、図１Ｅが図１ＡのＩＥ－ＩＥ断面図
である。
【図２】座体及びフレームワークを示す斜視図である。
【図３】座体及びフレームワークを示す斜視図である。
【図４】座体がフレームワークに取り付けられた状態を示す斜視図である。
【図５】座体を示す図であって、図５Ａが平面図であり、図５Ｂが側面図であり、図５Ｃ
が図５ＡのＶＣ－ＶＣ断面図であり、図５Ｄがバックアップ樹脂のみを示す底面図である
。
【図６】座体を示す図であって、図６Ａが正面図であり、図６Ｂが図５ＡのＶＩＢ－ＶＩ
Ｂ断面図であり、図６Ｃが図５ＡのＶＩＣ－ＶＩＣ断面図であり、図６Ｄがネジ部材によ
りバックアップ樹脂と座板受け部を固定した状態の図６Ｂと同一の断面による断面図であ
る。
【図７】バックアップ樹脂の変形例を示す図６Ｂと同一の断面による断面図である。
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【図８】図５Ｃと同一の断面による断面図であって、図８Ａ乃至図８Ｃが、スリットへの
エラストマーの進入状態の変形例を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下に本開示の実施形態を図面と共に説明する。
　［１．実施形態］
　［１－１．全体構成］
　図１に示されるように、椅子１は、座体１１、背凭れ１３、支持体１５、脚端部１７な
どを有する。
【００１７】
　なお、本実施形態においては、前後、左右、上下などの方向を用いて各部の構成を説明
する場合があるが、それらの方向は説明の便宜上用いているに過ぎず、本開示の実施の態
様について何ら限定するものではない。上述した方向は、理解を容易にする目的で、使用
者が椅子１に正常に着席したときの使用者を基準とした方向としている。
【００１８】
　椅子１は、前後及び上下に拡がる平面を基準として、左右に対称形である。
　［１－２．支持体１５］
　図２～図４に示されるように、支持体１５は、管状の金属パイプを屈曲及び溶接して形
成された左右一対のパイプ体３１と、パイプ体３１を連結する棒状の前側連結部３２及び
後側連結部３３と、一対のパイプ体３１の間に取り付けられた座板受け部３４と、を有し
ている。
【００１９】
　パイプ体３１は、前柱４１と、後柱４２と、下柱４３と、上柱４４とを有している。
　前柱４１は、パイプ体３１の前部に位置しており、上下方向に長さを有している。
　後柱４２は、パイプ体３１の後部に位置しており、上下方向に長さを有している。
【００２０】
　下柱４３は、パイプ体３１の下部に位置しており、前柱４１の下端と後柱４２の下端と
を連結している。下柱４３は、椅子１が設置される床面に沿って配置される。
　上柱４４は、パイプ体３１の上部に位置しており、前柱４１の上端と、後柱４２の上下
中央よりもやや上部側と、を連結している。前柱４１と上柱４４は金属パイプを屈曲した
屈曲部４６を介して屈曲して連接されている。また上柱４４の後端部は後側連結部３３と
溶接により連接されている。この上柱４４は、前方側の厚肉部５１と、後方側の薄肉部５
２とを有している。また上柱４４は、後述する着座部２１の左右の縁に沿って配置される
。この上柱４４が、本開示の縁部材の一例である。
【００２１】
　厚肉部５１は、パイプ体３１における他の部分と同じ直径を有している。一方、薄肉部
５２は、上側の面において、下側に凹む凹部５３が形成されており、それにより厚肉部５
１よりも厚みが薄く形成されている。
【００２２】
　前側連結部３２は、左右のパイプ体３１それぞれの前柱４１同士を連結している。また
後側連結部３３は、左右のパイプ体３１それぞれの後柱４２同士を連結している。
　座板受け部３４は、周囲に曲げ加工が為された板状の部材である。座板受け部３４は、
左右一対の上柱４４に沿って配置される左右一対の側方部５５と、一対の側方部５５の前
端同士を繋ぐ前方部５６と、を有している。
【００２３】
　側方部５５は上柱４４に溶接されており、それにより座板受け部３４が上柱４４に固定
される。図３に示されるように、左右一対の側方部５５それぞれには前後に間隔を空けた
３箇所に貫通穴５７が形成されている。この貫通穴５７は、後述するネジ部材６５の雄ね
じを挿入可能に構成されている。座板受け部３４が本開示の第２固定部の一例である。
【００２４】
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　［１－３．座体１１］
　座体１１は、使用者が着席するものであって、図３及び図５Ａ～５Ｃに示されるように
、着座部２１と、バックアップ樹脂２２と、を有する。
【００２５】
　着座部２１は、上側に着座面２１ａを構成しており、エラストマーにより形成される。
エラストマーとは、弾力のある高分子材料を広く指すものである。
　着座部２１は、全体として略矩形の板状であり、前方の部分が、下方に緩やかに曲がっ
た曲面となっている。
【００２６】
　図２、図４、図５Ａなどに示されるように、着座部２１の左右方向の幅は、左右の両方
の側面における前方寄りに形成された段差部４７を境に、後方が広く、前方が狭く形成さ
れている。以下、着座部２１における段差部４７よりも後方の領域を、幅広部４９と記載
する。段差部４７は、左右側方から見ると、上側ほど前方に突出するように傾斜している
。
【００２７】
　バックアップ樹脂２２は、図３及び図５Ｄに示されるように、略矩形の枠状の部材であ
って、着座部２１の左右の縁に沿って配置される一対の横枠部２３と、着座部２１の後方
の縁に沿って配置され、一対の横枠部２３の後端同士を連結する後枠部２４と、着座部２
１の前方の縁に沿って配置され、一対の横枠部２３の前方同士を連結する前枠部２５と、
を有する。
【００２８】
　前枠部２５は、座体１１の前端部分において左右に広がって形成され、少なくとも前端
が下方へ傾斜する前垂れ部２６を有する。着座部２１の前方部分は、この前垂れ部２６に
沿って曲面を形成している。なお、前方向が本開示における第１の方向の一例であり、左
右方向が第１の方向と交差する第２の方向の一例である。
【００２９】
　また、前垂れ部２６には、複数のスリット６３が形成されている。複数のスリット６３
は、いずれも前後方向に長さを有しており、左右に並べて配置されている。
　バックアップ樹脂２２の中心には開口２７が形成されている。ここでいう中心とは、バ
ックアップ樹脂２２を枠と見立てたときの中心部分、即ち枠の内部という意味である。バ
ックアップ樹脂２２は、着座部２１の下側面に重ねた状態で、着座部２１に対して固定さ
れている。開口２７はその全体が着座部２１にて覆われる。
【００３０】
　バックアップ樹脂２２は、着座部２１を構成するエラストマーよりも高い剛性を有する
部材により形成されている。バックアップ樹脂２２は、例えば、ポリプロピレン等のオレ
フィン系樹脂、ポリアミド等の合成樹脂、ガラス繊維や炭素繊維などを添加した繊維強化
プラスチック、或いは金属や木材等の樹脂以外の材料を用いることができるが、これらに
限定されることはない。
【００３１】
　着座部２１とバックアップ樹脂２２は、二色成型により一体に成形される。具体的には
、例えば、１台の射出成型機で金型側を交換させて、着座部２１とバックアップ樹脂２２
とを連続で順番に成型する工程や、成型されたバックアップ樹脂２２を金型内にセットし
て着座部２１を成型する工程などが考えられる。バックアップ樹脂に代えて、樹脂ではな
い金属部材を用いる場合は、後者の工程、いわゆるインサート成型により一体に成形する
ことができる。
【００３２】
　図５Ａに示されるように、着座部２１はバックアップ樹脂２２を上方から見て完全に覆
う。前垂れ部２６も、上面の全体がエラストマーにより被覆されている。図５Ｃに示され
るように、エラストマーは、スリット６３の内部まで進入した状態となっている。このバ
ックアップ樹脂２２が、本開示における第１固定部の一例である。
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【００３３】
　図６Ｂ及び図６Ｃに示されるように、横枠部２３は、着座部２１の左右の縁近傍に形成
された上向きに窪んだ溝部７１に収まるように形成される。溝部７１は、着座部２１の左
右方向の端部において屈曲して下方向に延びる端部壁７２と、その端部から間隔を空けた
位置に形成される下向きの突条である内側壁７３と、により構成されており、溝部７１の
内部に配置される横枠部２３は、端部壁７２および内側壁７３によって左右から挟まれる
位置関係となる。
【００３４】
　また横枠部２３には、下方に突出する突出部２８が形成されている。図６Ｂに示される
ように、ネジ穴５８は突出部２８に形成されている。このネジ穴５８は、座板受け部３４
の側方部５５の貫通穴５７に対応する位置に形成されている。
【００３５】
　また横枠部２３におけるネジ穴５８が形成されていない部分には、図６Ｃに示されるよ
うに、下向きに窪んだ溝部２９が形成されている。この溝部２９には、着座部２１に設け
られた突条７５が挿入される。
【００３６】
　図６Ｄに示されるように、バックアップ樹脂２２と側方部５５との固定は、座板受け部
３４の側方部５５の貫通穴５７にネジ部材６５を挿入してネジ穴５８と締結することで実
現される。バックアップ樹脂２２と座板受け部３４とを固定する際には、突出部２８の下
側の先端が側方部５５の上側面に当接する。ネジ部材６５が、本開示における所定の固定
部材の一例である。
【００３７】
　この状態において、図１Ｄ及び図４に示されるように、着座部２１の幅広部４９は、バ
ックアップ樹脂２２のみでなく上柱４４の薄肉部５２も上方から覆うこととなる。換言す
ると、前後方向に関して段差部４７より後方の幅広部４９が形成されている範囲において
は、左右方向の全域において、着座部２１が薄肉部５２及び側方部５５を上から覆い、上
側から見ると薄肉部５２及び側方部５５が視認できない状態となっている。
【００３８】
　なお上柱４４のうち、厚肉部５１は、座体１１の外周に配置され、着座部２１とは座体
１１の厚さ方向に並ばない位置に配置される。
　［１－４．効果］
　以上詳述した実施形態によれば、以下の効果が得られる。
【００３９】
　（１Ａ）椅子１では、バックアップ樹脂２２が着座部２１よりも高い剛性を有する部材
であるため、ネジ部材６５によるバックアップ樹脂２２と座板受け部３４との強固な固定
を実現できる。よって、座体１１の支持体１５に対して堅牢に取り付けることができる。
【００４０】
　（１Ｂ）椅子１では、座体１１は、エラストマーを含む着座部２１とバックアップ樹脂
２２とが二色成型により一体に成形されているため、着座部２１とバックアップ樹脂２２
とが分離してしまう危険を低減できる。
【００４１】
　（１Ｃ）椅子１では、バックアップ樹脂２２が着座部２１の縁部に沿って配置される枠
状の形状であるため、着座部２１の縁部分の変形を抑制することができる。また、バック
アップ樹脂２２の開口２７により着座部２１の弾性変形が確保されるため、バックアップ
樹脂２２によって座り心地が低下してしまうことを抑制できる。
【００４２】
　（１Ｄ）椅子１では、バックアップ樹脂２２が着座部２１の下側に重ねられるため、バ
ックアップ樹脂２２が着席する使用者に接触しにくい。よって、使用者が金属製の支持体
１５に当接することで座り心地が低下してしまうことを抑制できる。
【００４３】
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　（１Ｅ）椅子１は、バックアップ樹脂２２が前垂れ部２６を有しているため、座り心地
の向上を図ることができる。また前垂れ部２６は着座部２１で覆われているため、使用者
が相対的に硬いバックアップ樹脂２２と接触して不快感を受けることを抑制できる。
【００４４】
　（１Ｆ）椅子１では、着座部２１の幅広部４９が薄肉部５２を上側から覆うことで使用
者が支持体１５に直接触れることを抑制でき、使用者の座り心地の向上を図ることができ
る。
【００４５】
　［２．その他の実施形態］
　以上本開示の実施形態について説明したが、本開示は、上記実施形態に何ら限定される
ことはなく、本開示の技術的範囲に属する限り種々の形態をとり得ることはいうまでもな
い。
【００４６】
　（２Ａ）上記実施形態では、バックアップ樹脂２２が枠状である構成を例示したが、バ
ックアップ樹脂の形状や配置などは、支持体１５との固定が実現可能な範囲で様々な態様
とすることができる。例えばバックアップ樹脂は枠状ではなく、雌ねじを形成すべき位置
にのみ設けられていてもよい。また、バックアップ樹脂は前垂れ部２６が設けられていな
い構成であってもよい。また、バックアップ樹脂は開口２７が設けられていない構成であ
ってもよい。また、図７に示されるように、突出部２８が内側壁７３と接触しないように
、横枠部２３の左右中央側に位置していてもよい。
【００４７】
　（２Ｂ）椅子１の各構成要素の材質や形状は、上記実施形態にて説明したものに限定さ
れず、様々な構成とすることができる。例えば、パイプ体３１は、管状の部材を例示した
が、柱状の部材であってもよい。
【００４８】
　（２Ｃ）上記実施形態では、固定部材としてネジ部材６５を例示したが、バックアップ
樹脂２２と座板受け部３４とを固定することができる部材であれば、ねじ以外の部材であ
ってもよい。例えば、固定部材としてリベットやクリップを用いて固定を行う構成であっ
てもよい。また、ねじとして、雌ねじを必要としないタッピングねじを用いてもよい。タ
ッピングねじの取り付けられる対象が剛性の高いバックアップ樹脂２２であれば、タッピ
ングねじの脱落を抑制することができる。
【００４９】
　（２Ｄ）上記実施形態では、座体１１は、着座部２１及びバックアップ樹脂２２を二色
成型により一体に成形したものである構成を例示した。しかしながら着座部２１及びバッ
クアップ樹脂２２は、二色成型以外の方法で一体に成形してもよいし、それらは一体成形
されておらず、接着剤や他の固定部品により固定が実現されていてもよい。
【００５０】
　（２Ｅ）上記実施形態では、バックアップ樹脂２２に雌ねじが形成される構成を例示し
たが、バックアップ樹脂がナットなどの雌ねじを有する部品を備える構成であってもよい
。例えば、インサート成型によりナットをバックアップ樹脂内に配置した構成とすること
が考えられる。
【００５１】
　（２Ｆ）上記実施形態では、バックアップ樹脂２２の上側面は着座部２１により完全に
覆われる構成、言い換えるとバックアップ樹脂２２が着座部２１の下側に配置される構成
を例示したが、バックアップ樹脂２２の一部又は全部は、上側から着座部２１に覆われて
いない構成であってもよい。
【００５２】
　（２Ｇ）上記実施形態では、着座部２１の幅広部４９が上柱４４の一部を上側から覆う
構成を例示したが、上柱４４は着座部２１により覆われていない構成であってもよいし、
着座部２１が厚肉部５１を含めた上柱４４の全体を覆うように構成されていてもよい。
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【００５３】
　（２Ｆ）上記実施形態では、スリット６３の内部にまでエラストマーが進入する構成を
例示したが、スリット６３の内部にまでエラストマーが進入しない構成であってもよい。
なお、エラストマーがスリット６３の内部にまで進入することで、着座部２１とバックア
ップ樹脂２２との固定を強固なものとすることができる。
【００５４】
　また、エラストマーがスリットを通過して、前垂れ部２６の下側面までを覆うように構
成されていてもよい。例えば、図８Ａに示されるように、スリット９１は下側面において
、幅の広げられた拡張部９２を有しており、着座部２１のエラストマーのうち、前垂れ部
２６の下側面を覆う被覆部９３がその拡張部９２に進入することにより、スリット９１の
周囲の少なくとも一部を下から覆うように構成されていてもよい。
【００５５】
　また、図８Ｂに示されるように、被覆部９４が前垂れ部２６の前方の端部の下側面を覆
うように構成されていてもよい。
　また、図８Ｃに示されるように、被覆部９５が、前垂れ部２６の下側面を広く覆うよう
に構成されていてもよい。
【符号の説明】
【００５６】
１…椅子、１１…座体、１５…支持体、１７…脚端部、２１…着座部、２１ａ…着座面、
２２…バックアップ樹脂、２３…横枠部、２４…後枠部、２５…前枠部、２６…前垂れ部
、２７…開口、２８…突出部、２９…溝部、３１…パイプ体、３２…前側連結部、３３…
後側連結部、３４…座板受け部、４１…前柱、４２…後柱、４３…下柱、４４…上柱、４
６…屈曲部、４７…段差部、４９…幅広部、５１…厚肉部、５２…薄肉部、５３…凹部、
５５…側方部、５６…前方部、５７…貫通穴、５８…ネジ穴、６３…スリット、６５…ネ
ジ部材、７１…溝部、７２…端部壁、７３…内側壁、７５…突条、９１…スリット、９２
…拡張部、９３～９５…被覆部
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